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豊田市立平井小学校 

校長だより  

令和６年３月18日 

ねばりづよい子、れいぎ正しい子、からだをきたえる子、てをつなぐ子 

予行演習にてお世話になった 
先生方からの言葉 

〈森崎先生〉 
 １・２年生の時は一緒に過ごしましたね。
私も教師 1年生でした。初めての担任で不
安がありましたが、目の前のことに一生懸
命に取り組むことができるみなさんに支え
られ頑張ることができました。たくさんの
思い出がありますが、特に運動会での「や
ってみよう」「マスカット」学芸会での「星
の王子様」、岩本川での「雛流し」が思い出
されます。6 年生には、自分で考えて行動
できる人がたくさんいます。これは、人生
においても大切な力となります。今後、課
題や困難に出会った時も、たくさん考えて、
乗り越えてください。星の王子様の言葉の
中を贈ります。「ものごとはね、心で見なく
てはよく見えない。いちばんたいせつなこ
とは、目に見えないんだよ」みんなには目
には見えなくても、この平井小でできた友
達との「絆」や、先生や家族にもらった「愛
情」、そんな人たちと過ごした「時間」があ
るということです。苦しくなった時には、
きっとこうした時間がみんなを支えてくれ
るはずです。大切にしてください。そして、
今後は、こうした大切なものに気づく心の
眼をもってください。先生は、あなたたち
の6年間の中に関われたことを大変嬉しく
思います。あなたたちなら素敵な大人にな
れます。卒業おめでとう。 

〈中條先生〉 
6年生のみなさん、ご卒業おめでとうござ

います。みなさんと初めて出会ったのは、
先生が初めて平井小学校に来た3年前、みな
さんが4年生の時でした。初めて会った時の
みなさんは、とにかく子どもらしくて、 
無邪気でかわいい！といった印象でした。 
一緒に授業や放課を過ごしたり、給食を食
べたりする何気ない毎日や、行事ひとつひ
とつに、みんなで全力で取り組んだ日など
…どれも楽しく、充実した日々を過ごすこ
とができました。小さなことも、どれもみ
んなと一緒に過ごした1日1日が心に残っ
ています。中でも、一番心に残っている思
い出は、みんなで、ものすごく大きなモザ
イクアートを作り上げたことです。正直す
ごく大変でしたね。目の前にあるものを1
枚1枚終わらせても、1枚だけでは、どの
部分を作っているのか、形になっているの
か、なかなか終わりが見えず、期限が迫っ
てくるにつれ、本当に終わるのかといっ
た、不安と焦りが正直とても大きかったで
す。しかし、みんなは、文句一つ言わず、 
最後まで笑顔で、協力して作り上げること
ができました。みんなでとつのものを作り
上げた達成感、何ともいえない感動だった
ことを昨日のことのように、今でも鮮明に 
覚えています。先生にとって、みなさん
は、平井小学校に来て初めて受け持った学
年ということもあり、とても思い出深い学 

未来に向かって 大きく羽ばたこう 
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いよいよ別れの時が近づいてきました。卒業生は後輩からのエール（風） 

をたくさん受け、未来へと羽ばたいていきます。 

保護者の皆様も、お子さんの応援をよろしくお願いします。 

 

年だったので、本当は6年生の担任になっ
て、平井小学校を送り出したいという気持
ちがありましたが、思い叶わず1年生の担
任となりました。しかし、6年生の担任に
はなれなくても、1年生の担任であったか
らこそ、１年生のお世話をしてもらうこと
で、みなさんの成長を近くで感じることが
でき、とても嬉しかったです。頼もしい6
年生に成長したみなさんが卒業して、平井
小学校で会えなくなってしまうのはとても
寂しいけれど、人生は一期一会。あなたた
ちに出会えて本当によかった。これから、
いろんな出会いがあります。どんな出会い
も、自分を成長させてくれます。ひとつひ
とつの出会い、全ての出会いを大切に、 
感謝の気持ちを忘れることなく、これから
も成長し続けてください。いつまでも、先
生はあなたたちのことを見守っています。 
中学校へいっても頑張ってください。 

 
〈瀬尾先生〉 
 大好きな 6 年生の皆さん。卒業おめでと
うございます。さて、高学年という字はど
のように書くのかを覚えていますか。口で
言うばかりの「口学年」ではなく、行動で示
せる「行学年」になろうという話をしまし
た。そして、立派な行学年になってくれま
した。私にとって、幸せな時間でした。 
今日は、私の子どもの頃の話をしたいと思
います。私は、中学校のころバレーボール
部に入り、レギュラーとしてたくさん試合 

 

 

に出させてもらっていました。しかし次第
に仲間に抜かれていきました。 
それからは、試合に出たいという一心で

毎日家に帰ってからも練習を行い努力しま
した。最後の大会のメンバー発表の時、私
の名前は呼ばれませんでした。その時、顧
問の先生がエースの背番号のユニフォーム
をそっと渡してくれました。私が家でも練
習し努力していたことをどこかで知ったの
でしょう。 
私の努力は試合に出るという一面では報

われませんでした。しかし、後悔はありま
せん。それは、努力が私に「やり遂げた達成
感や自信」を与えてくれたからです。努力 
をしたら必ず報われるというわけではない 
けれど、努力の後には「達成感と晴れ晴れ
とした気持ちよさ」がきっとあなたたちの
心に残り、自分自身を支える強さになりま
す。また、全力で取り組む人の周りには、一
緒に頑張ってくれる仲間が現れるもので
す。平井小学校を卒業後も、みなさんがみ
なさんらしく輝き続けることを願っていま
す。 
 

 同窓会入会式では、令和5年度の卒業生に向けて同窓会長の今井 幸一様からお祝いの
言葉をいただきました。今井様からは、昭和42年に小学校が現在の場所に移転されたこ

とや、当時は木造建ての校舎で学年ごとの教室が長い廊下でつながっていたこと、大き
な桜の木が春になると一斉に花を咲かせて美しかったことなどを伝えていただきまし
た。その後、児童代表で村山 瑛都君が誓いの言葉を述べました。 
（平井小の校賞も桜の花びらの形になっています） 
平井小学校を卒業する皆さん、このように歴史ある平井小学校を誇りに思って、卒業

を迎えてください。そして立派な同窓生として、この平井小学校を大切に思い、発展を
支えてください。 
 

同窓会入会式が行われました 


